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「第二期京都市動物愛護行動計画概要案」に関する市民意見募集結果 

 

１ 意見募集期間 

  令和３年１月４日（月）～令和３年２月５日（金） 

 

２ 周知方法 

 ホームページ掲載，市民意見募集冊子の配布（市役所案内所，各区役所・支

所，医療衛生センター，動物愛護センター，京都市獣医師会会員動物病院等），

動物愛護センターＳＮＳによる発信 等 

 

３ 募集結果 

⑴  意見数 

意見者数：４１３者 意見数：１，３７９件 

  

⑵  御意見をいただいた方の属性 

別紙１のとおり 

 

⑶  御意見の内訳・主な御意見の内容と御意見に対する本市の考え方 

別紙２のとおり 

 

４ 今後の予定 

令和３年２月 京都市動物愛護推進会議への報告 

同年３月 策定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 
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別紙１ 

 
「第二期京都市動物愛護行動計画概要案」に関する御意見をいただいた方の属性  

 

 

１ 年齢 
年代 人数 割合 

20歳未満 8 1.9% 
20歳代 37 8.9% 
30歳代 97 23.5% 
40歳代 116 28.1% 
50歳代 68 16.5% 
60歳代 47 11.4% 
70歳代 30 7.3% 
80歳代 2 0.5% 
回答なし 8 1.9% 

合計 413 100.0% 
 

イ 居住地 
行政区等 人数 割合 

北区 32 7.7% 
上京区 38 9.2% 
左京区 48 11.6% 
中京区 39 9.4% 
東山区 18 4.4% 
山科区 22 5.3% 
下京区 21 5.1% 
南区 35 8.5% 
右京区 21 5.1% 
西京区 30 7.3% 
伏見区 54 13.1% 

京都府域（京都市外） 26 6.3% 
その他 21 5.1% 
未記入 8 1.9% 

合計 413 100.0% 
 

ウ 提出の方法別 
方法 人数 割合 

メール 347 84.0% 
郵送 20 4.8% 
ＦＡＸ 42 10.2% 
持参 4 1.0% 

合計 413 100.0% 
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別紙２ 

 
「第二期京都市動物愛護行動計画概要案」に関する 

主な御意見の内容と御意見に対する本市の考え方について 

 

 

【御意見の内訳】 

項目 意見数 

○ 新しい指標（引取数，返還・譲渡率・殺処分数）について ３４７  

○ 指標値達成に向けた取組 ９５０  

Ⅰ 動物のことを思いやりましょう。 

・ 収容動物の返還，譲渡の推進について （１０２） 

 Ⅱ 動物のことを学びましょう。 

・ 教育機関等との連携による動物愛護教育の実施について （３１） 

Ⅲ 動物との正しい関わりを考えましょう。  

・ 所有者等のいない猫対策の推進について （２０５） 

・ 多頭飼育崩壊対策について （１６９） 

 Ⅳ 動物との絆を最後まで大切にしましょう。  

・ 飼い主責任の徹底について （１５０） 

・ 独居高齢者対策について （１４６） 

Ⅴ 人にも動物にも心地よいまちをつくりましょう。  

・ 動物愛護ボランティア等との協働について （１９） 

・ 動物愛護の情報発信及び協働の推進について （５８） 

・ ペットに係る災害時の対策について （１４） 

・ 動物取扱業者の監視指導について （５６） 

○ その他 ８２  

合 計 １，３７９  
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○新しい指標（引取数，返還・譲渡率・殺処分数）について（３４７件） 

主な御意見（要旨） 件数 御意見に対する本市の考え方 

・数値目標は良い。実現に向け，あらゆる施

策を検討してほしい。 

９ 本計画では，「人と動物とが共生できるうるおいの

ある豊かな社会」の実現に向け，計画に掲げた施策・

事業の実施状況を把握し，適切に評価していくため，

複数の指標項目を設定します。 

また，国の基本指針においては，殺処分を透明性

を持って，戦略的に減らしていくことが必要である

とし，「殺処分の区分②について返還・譲渡を進め，

令和１２年度の殺処分数について平成３０年度比５

０％減を目指す。区分①，③については引取数を減

少させ，結果的に該当する数を減少していく。」と示

されていることから，本市では，この基本指針の考

え方やこれまでの取組の実績を踏まえ，各々の指標

項目に対して，より厳しい指標値を設定しています。 

今後も終生飼養など，飼い主責任の徹底を図ると

ともに，保護収容動物の返還，譲渡の取組を一層推

進していくことにより，一日でも早い指標値の達成

に向けて取り組んでまいります。 

（Ｐ２４～Ｐ２６） 

【第１節 指標項目と指標値について】 

・猫の殺処分数が多く，譲渡数が少ない。 １８ 

・引取数はゼロにすべき。 ５ 

・引取料金を引き上げ，簡単な気持ちでの

持ち込みを減らす。 

１ 

・引取数を下げようとすると，捨てられる

等の可能性があるため引取数減の指標は止

めるべき。 

１２ 

・ボランティアと協働で返還・譲渡率を 

１００％に近づけてほしい。 

１６ 

・譲渡率を上げることだけに注目すると，

不適切な飼い方をする人にも譲渡し，虐待

され不幸な犬猫が増える可能性が高まる。 

１ 

・殺処分をゼロにすべき。そのための予算

措置もするべき。 

・市長の選挙公約に殺処分ゼロを目指すと

あった。選挙公約違反である。 

２７１ 

・「殺処分ゼロ」を掲げるべきではない。掲

げた自治体の団体譲渡先である，保護団体

は多頭飼育崩壊となっている。 

・安楽死を考えないといけない場合は殺処

分も仕方がない。 

８ 

・地域猫活動数，去勢率，手術頭数も指標に

追加してはどうか。 

・「ペット可能な物件の増加」を指標にし，

不動産業界と譲渡を推進して欲しい。 

・爬虫類などにも新しい指標が欲しい。 

６ 

○指標値達成に向けた取組（９５０件） 

Ⅰ 動物のことを思いやりましょう。 

・ 収容動物の返還，譲渡の推進について（１０２件） 

主な御意見（要旨） 件数 御意見に対する本市の考え方 

・ボランティアと連携して譲渡率を上げる

べき。 

・京都市獣医師会も譲渡事業に協力すべ

き。 

３９ 御意見を踏まえ，ボランティア，京都市獣医師会，

及び民間団体等と連携し，動物愛護センターに収容

されている動物の譲渡に向けたＰＲを強化してまい

ります。（Ｐ２７） 

【民間団体等と連携した譲渡事業の推進】 

（第二期行動計画への掲載ページ） 
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・保護された犬猫の情報をホームページや

ＳＮＳにより，リアルタイムで保護動物の

情報（性格など）を発信してください。 

・迷子犬猫情報に，写真を追加してほしい。 

・殺処分される猫の画像や殺処分予定日を

公表して欲しい。無関心による飼育放棄，虐

待等が抑制できる。 

・地域の掲示板や学校に里親募集中の犬猫

のポスターを掲示して欲しい。 

１２ 御意見を踏まえ，動物愛護センターで保護してい

る犬猫及び新しい飼い主を募集している犬猫につい

て，ホームページのほか twitter や facebook，

instagram をはじめとしたＳＮＳなどあらゆる広報

媒体を活用して積極的に情報発信を行ってまいりま

す。 

（Ｐ２７） 

【京都動物愛護センターからの収容動物に関する情

報発信（ホームページ，ＳＮＳ等の活用）】 

・マイクロチップ装着義務化を急ぐ。 

・マイクロチップの普及促進について具体

的に検討すべき。 

・市と病院が提携しマイクロチップ登録に

補助が出るなどしてもらいたい。 

・マイクロチップを義務化，番号の管理を

一ヶ所もしくは，管理所が複数であっても

登録内容を共有し，誰が何処から問い合わ

せても，番号から飼い主が判明するように

していただきたい。 

・マイクロチップは良いことだと思う。助

成を続けて欲しい。 

・マイクロチップ埋め込みは罰則規定を設

けて必須とする。 

・ペットを登録制にすべき。 

３２ 動物愛護管理法の改正により犬猫へのマイクロチ

ップ装着が義務化されることになり，令和４年６月

の施行に向けて，国による整備が進められています。

本市では，法改正に先立ち，平成２７年に「京都市

動物との共生に向けたマナー等に関する条例」（以

下，「マナー条例」という。）を制定し，犬猫へのマ

イクロチップ装着等による所有者明示を飼い主の努

力義務としています。 

また，マイクチップの普及を図るため，同年度か

ら京都市獣医師会との協働により，犬猫にマイクロ

チップを装着できる助成制度を実施しています。 

引き続き，京都市獣医師会と連携し，マイクロチ

ップ装着に係る一層の普及促進を図り，動物愛護セ

ンターでは，マイクロチップを装着したうえで犬猫

を譲渡してまいります。 

（Ｐ２７） 

【マイクロチップ装着の普及促進（所有者等の明示

の推進）】 

・ミルクを必要とする子猫を今以上に生か

す対策が必要。ミルクボランティアを養成

して処分数を減らせないでしょうか。産ま

れてきた命を繋げる努力をして欲しい。 

・生後２ヶ月までの子猫を育てる大変さを

周知し，税金から預りボランティアさんに

報酬を支払うくらいすれば良いと思いま

す。             

８ 本市では野良猫が産み落とした子猫の収容が多い

ことから，平成２７年度から，産まれて間もない子

猫を自宅で一時的に預かり，飼育していただく「子

猫の一時預かり在宅ボランティア」制度を実施して

おり，今後，本制度の充実を検討してまいります。 

（Ｐ２７） 

【子猫の一時預り在宅ボランティア制度の充実】 

・京都だけでなく，他府県の方にも譲渡し，

殺処分の減少につなげてほしい。 

３ 動物愛護センターでは平成２７年度より，引取・

保護した動物を府市で一元的に管理し，譲渡した犬

猫に関する情報を集約し，効果的に発信するなど，

府市が一体となった広域的な譲渡を推進していま

す。 
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また，譲渡した犬猫は，新しい飼養環境に馴染め

ずに問題行動を起こすこともあるため，譲渡後の相

談会を開催する等により，飼い主への支援が必要で

あると考えています。 

（Ｐ２７） 

【府市連携による広域譲渡事業の実施】 

・問題行動による持ち込まれた犬について

は，職員やトレーナーが訓練を行う。 

・殺処分①の頭数減のために治療，人馴れ

をして譲渡する。 

・人馴れなどの訓練もなしに殺処分になる

のか。名もなく，人間の勝手で消されて行く

命がある事をないことにしないで欲しい。        

８ 動物愛護センターの収容犬のうち，かみ癖などの

問題行動がある犬については，外部の専門家の監修

のもと，職員が犬の行動修正等を行う「京都方式」

によって，譲渡適性の獲得に努めています。 

また，譲渡した犬猫が，新しい飼養環境に馴染め

ずに問題行動を起こすこともあるため，譲渡後に相

談会を開催するなど飼い主の支援も行っています。 

（Ｐ２８） 

【京都方式による犬の譲渡の推進】 

Ⅱ 動物のことを学びましょう。 

・ 教育機関等との連携による動物愛護教育の実施について（３１件） 

主な御意見（要旨） 件数 御意見に対する本市の考え方 

・動物愛護教育について全公立学校にて行

うべき。 

・本の読み聞かせや教材として副読本を使

うことで子供達に良い影響がある。授業に

犬猫が参加する形式では，犬猫にとって緊

張するものとなり，動物愛護の精神に反す

る。本を利用する事も大切です 

・オンライン化など，コロナ対策と両立し

うる動物愛護副読本を活用した動物愛護教

育も必要と感じる。 

・副読本に，保護動物を飼うという選択肢

があることや，心に響く物語や実話もあっ

た方が，子どもの印象に残りやすく，子ども

自身が動物愛護について考えやすいのでは

ないか。 

１６ 動物の命を尊ぶ心や動物との関わり方を子どもた

ちに伝えるため，平成２８年３月に動物愛護憲章を

もとに幼児や小学校低学年向けに副読本を作成しま

した。 

毎年，この副読本を教育委員会の協力を得て，市

内の小学校１年生に配布しており，生活科の授業等

で活用されています。 

改めて教育現場の意見等を聞き，教材としてより

活用しやすい内容となるよう改訂することし，その

副読本の活用状況についても把握してまいります。 

（Ｐ２８） 

【動物愛護副読本を活用した子ども向け動物愛護教

育の実施】 

・動物愛護団体とも協力し，積極的に出前

講座を行い，全ての児童が一度は講座を受

けられるようにする。 

・小学校等で，実際に動物保護活動やＴＮ

Ｒ活動を行っている方々に命の授業を行っ

てほしい。ペットショップの裏側や悪徳ブ

リーダーの現実を周知するべき。 

９ 幼少期，少年期における動物愛護精神の形成を目

的として，平成２４年度から，本市職員の獣医師や動

物愛護ボランティアが講師となって小・中学校等に

出向き，学年に応じた講座（授業）を実施していま

す。 

幅広い年代の子どもたちに対して，動物愛護セン

ターで保護した犬猫の現状（殺処分の実績等）を伝え
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・教育の場でも動物愛護センターのことを

どんどん伝えて欲しい。 

・殺処分の現状等を，学校の授業で周知啓

発するべき。 

ていくため，小学校高学年や中学生等に向けた教材

を研究し，出前講座を実施します。 

（Ｐ２８） 

【学校教育現場における出前講座の実施】 

・少年院などの入院者に対する矯正教育活

動の一環としてワーキングドッグを引退し

たセラピードッグを活用してはどうか。 

・多くの飲食店，スーパーマーケットなど

で，障がい者がワーキングドッグと楽しい

時間を過ごしていただけるよう進めていた

だきたいです。 

４ 動物愛護啓発事業において，関係団体と連携し，

ワーキングドッグ（盲導犬や聴導犬など）の活動を

紹介するなど，広く社会に認められるよう普及啓発

に努めています。 

（Ｐ２８） 

【ワーキングドッグ等の人間社会に必要とされる動

物の普及啓発】 

・市動物園でも預かり飼育はできないか。 ２ 「京都市動物園」は動物の飼育・展示による学び

の場であり，また，種の保存に寄与し，野生動物の

生態等について調査研究を推進する施設です。動物

園とは相互に連携し，動物愛護精神の普及啓発を図

ってまいります。 

（Ｐ２８） 

【動物園と連携した動物愛護精神の普及啓発】 

 

Ⅲ 動物との正しい関わりを考えましょう。 

・所有者等のいない猫対策の推進について（２０５件） 

主な御意見（要旨） 件数 御意見に対する本市の考え方 

・京都市まちねこ活動支援事業は素晴らし

い。癒しの象徴である猫を通じて地域の交

流が深まっている。 

・まちねこ活動の周知が必要。 

・まちねこ活動の登録手続きが大変。特に

町内会の同意を緩和して欲しい。 

・手術頭数を増やすべき。 

・ＴＮＲ活動を広報・支援すべき。 

・民間団体の助成金を活用して欲しい。 

１６８ まちねこ活動支援事業について，ホームページ等

で事業の周知を図るとともに，野良猫で困っている

地域にお住いの方等に対して本事業を紹介し，登録

地域の拡大に努めてまいります。 

また，地域との合意形成に係る活動者への支援の

充実を図るとともに，より多くの頭数のまちねこを

避妊去勢手術ができるようにするため，強化期間を

設けます。 

（Ｐ２９） 

【京都市まちねこ活動支援事業の推進】 

・野良猫等への餌やりは許されないことを

市民しんぶん等で広報すべき。 

・「餌やり禁止」のポスターは，餌やり全て

が禁止だと思ってしまう。「適切な給餌をす

ること」，「給餌をするなら避妊去勢手術も

すること」といったポスター等に修正すべ

き。 

３７ マナー条例に基づき，不適切な餌やりにより野良

猫が増え，周囲の住民の生活環境に悪影響を及ぼす

ことがないよう，地域ぐるみでの啓発活動等を通じ

てマナー意識の向上に取り組んでいます。 

（Ｐ２９） 

【野良猫への不適切な餌やり行為防止に向けた取

組】 
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・多頭飼育崩壊対策について（１６９件） 

主な御意見（要旨） 件数 御意見に対する本市の考え方 

・率先して動物愛護と社会福祉の温度差

を埋める様な，お互いを知る取り組みを実

施して欲しい。 

・多頭飼育崩壊の通報先の周知が必要。 

・早期に精神ケアなどができるケアワー

ク，サポートを行政が用意する必要があ

る。対策部署を行政で明確にする事も重

要。       

７０ 環境省が策定する「社会福祉施策と連携した多頭飼

育対策に関するガイドライン」を踏まえ，関係部署と

の連携を強化するとともに，地域の介護関係者等への

研修の実施等により，多頭飼育対策についての情報や

課題の共有を図ります。 

（Ｐ２９） 

【社会福祉施策と連携した多頭飼育者対策の実施】 

・飼い犬・猫の避妊去勢手術に係る助成事

業を充実すべき。 

・民間団体の助成金も活用し，多頭飼育崩

壊を解決に導いて欲しい。  

９９ 本市では，京都市獣医師会と連携し，京都市内で飼

育されている飼い犬，飼い猫の避妊去勢手術の費用の

一部を助成しており，令和元年度からは助成枠を拡大

し，事業の充実を図っています。 

（Ｐ２９） 

【無秩序な犬猫の繁殖を抑制するための避妊去勢手

術の推進】 

 Ⅳ 動物との絆を最後まで大切にしましょう。  

・飼い主責任の徹底について（１５０件） 

主な御意見（要旨） 件数 御意見に対する本市の考え方 

・コロナ禍の影響で軽い気持ちでペット

を飼う人へ啓発する取組が必要。 

・これからペットを飼う方に対しては，譲

渡会やペットショップで，終生・適正飼育

の説明をすべき。終生飼養できる自信がな

ければ飼うべきではない。 

・入院，死亡，コロナで陽性となった際な

ど，飼育できなくなった際の取扱いについ

て事前に備えることを啓発すべき。 

・猛暑の中の犬の散歩を規制して欲しい。 

５４ 「ウィズコロナ」時代における新しい生活スタイル

に対応するために，リモートでも参加できるイベント

を開催するなど，ぺットを飼っている方も飼っていな

い方も，身近な動物に関心を持っていただき，動物の

命を尊重し，動物の正しい飼い方についての理解を深

めていただく取組を進めてまいります。 

動物愛護センターの屋外ドックランついては，利用

者である飼い主と犬の安全や健康を第一に考え，ま

た，適正飼養の啓発の一環として，熱中症の危険を伴

う高温多湿の状況では閉所することとしました。 

（Ｐ３０） 

【終生・適正飼養に関する啓発】 

・避難所での生活の為にも事前にしつけ

を徹底する必要がある。しつけ方について

具体的なガイドラインを示してほしい。 

・しつけなどの困りごとを気軽に相談で

きる専門家が動物愛護センターにいて欲

しい。 

６ 動物愛護センターにおいて，飼い主等に対して動物

の適正飼養等を啓発することを目的とした「犬・猫と

楽しく暮らすための教室」や「飼う前に考えよう」講

座等を定期的に開催しています。 

（Ｐ３０） 

【犬・猫と楽しく暮らすための教室」，「飼う前に考え

よう講座」等の定期的な開催】 
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・狂犬病予防ワクチンの接種は「法律で定

められた飼養者の義務」であることを周知

すべき。 

・登録・狂犬病予防接種率も，近くのドッ

グカフェやドッグランのクーポンをもら

えるなどの特典があれば接種率が上がる。 

２ 本市では，犬の登録と狂犬病予防注射について，全

戸回覧等により犬を飼養している全世帯に向けた情

報発信を行っています。 

また，狂犬病予防に基づく登録と注射を動物愛護セ

ンターのドッグラン及びトリミングルームの利用条

件とすることで，登録・注射率等の向上を図っていま

す。 

（Ｐ３０） 

【犬の登録・狂犬病予防接種の徹底】 

・猫の屋内飼養を徹底して欲しい。外飼い

の飼い主については，条例で取り締まって

欲しい。 

・犬のふんの放置が多い。取締りを強化す

べき。 

 

２０ マナー条例では飼い主の責務として，猫の屋内飼養

や犬のふんの回収等について定めています。 

引き続き，マナー条例に基づく取組を進め，不適切

な動物の取扱いに起因して人に迷惑を及ぼすことを

防止するとともに，街の美化の推進や生活環境の保全

を図ってまいります。 

（Ｐ３０） 

【周辺の迷惑行為防止の徹底】 

・児童虐待のように，動物虐待にも強い権

限のもとで介入できるようになって欲し

い。 

・法律や条例でネグレクト状態の犬や猫

の所有権取消，罰金などを可能にするべ

き。 

・警察との連携が必要。京都府警とも対策

を検討すべき。 

・動物遺棄，虐待がおこれば，過去には傷

害事件などに発展する場合があり，地域住

民の不安が強くなる。早期発見，相談が必

要。 

 

６８ 動物愛護センターでは，ペットの飼い方に悩んだ飼

い主が安易に遺棄しないように，適切な飼育方法につ

いての講習会の開催や相談に応じています。 

平成２６年１月に京都市，京都府，京都府警察で立

ち上げた「動物愛護管理事業推進連絡会」により，動

物の虐待や遺棄事案の情報共有や連絡相談体制の強

化を図るとともに，また，京都府警察等と連携し，令

和元年の改正動物愛護管理法で罰則が強化されたこ

とを周知するなど，遺棄や虐待等を未然に防ぐ取組を

進めています。 

令和元年の改正動物愛護管理法において虐待事案

に係る獣医師の通報が義務化されたことを受け，京都

市獣医師会とともに虐待事案に対応するための連絡

体制について検討してまいります。 

（Ｐ３１） 

【動物の遺棄・虐待の防止（罰則強化の周知，警察や

獣医師会との連携）】 
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・独居高齢者対策について（１４６件） 

主な御意見（要旨） 件数 御意見に対する本市の考え方 

・人のための福祉と，動物愛護を結びつけ

諸問題の解決を期待する。 

・福祉関係職員に相談窓口等に関する研

修をして欲しい。 

・研修会などを通じてケアマネに対して

ペット問題を知ってもらう機会を作る必

要がある。 

・高齢者自身に万が一の時があってもペ

ットが困らないよう，民間のサービスを充

実して欲しい。 

・行政がサービス展開のきっかけを作っ

て欲しい。 

 

１４６ 飼い主に向けて，一時預かり先等の確保を含め，終

生飼養の周知を強化するとともに，介護関係者等への

情報提供等，社会福祉関係部署との連携を図ります。 

また，独り暮らしの高齢者が，ペットを終生飼養す

るに当たって，どういう支援を必要としているかを把

握するため，高齢者，介護関係者等に対するアンケー

トを行い，またその結果をペットホテルやペットシッ

ター等の民間事業者等に情報提供し，ニーズに合った

活用しやすいサービスが提供されるような枠組みを

検討します。 

（Ｐ３１） 

【社会福祉施策と連携した独居高齢者対策の実施】 

 

Ⅴ 人にも動物にも心地よいまちをつくりましょう。 

・動物愛護ボランティア等との協働について（１９件） 

主な御意見（要旨） 件数 御意見に対する本市の考え方 

・計画を実践するためには，ボランティア

を増やし，動物愛護団体やＮＰＯとも連携

するべき。 

・犬の預かりや，老犬・猫の看取りも見据

えた引取りはボランティアにも関心があ

る。動物愛護センターから遠方に住んでい

ても協力できるボランティア活動を充実

して欲しい。 

１３ 本市では，ＮＰＯ等とも連携し，小学校等への出前

授業やペット防災等の事業を，「子猫の一時預り在宅

ボランティア」との協働で子猫の譲渡事業を積極的に

進めています。 

動物愛護センターでは，ボランティアスタッフと協

働で，動物舎の清掃や給餌，来所者の案内，普及啓発

イベントの企画・実践，機関誌編集，展示コーナー製

作，ボランティア元気アップ活動を実施しています。 

また，動物愛護センターに愛着を持っていただき，

本市の動物愛護施策に賛同いただいた方には，「京都

市動物愛護事業推進基金」への御寄付や動物愛護セン

ター公式ＳＮＳで発信している情報の拡散という形

で多くの方に御協力をいただいています。 

・動物愛護推進員について，何もわからな

い人に肩書きをつけるのは，いかがなもの

か。 

・動物愛護推進員の方々に動物愛護の研

修は良いことだと思います。 

３ 動物愛護推進員を対象とした研修会等を定期的に

開催し，動物愛護に関する情報提供を行い，施策への

理解と協力を求めてまいります。 

（Ｐ３２） 

【動物愛護推進員を対象にした研修会の実施】 
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・ペットショップでは酷い状況で犬猫が

飼われていることを市の職員へ周知して

いただきたい。 

・炎天下や雪空の下に目が見えない老犬

がつながれていたが，行政職員は注意もし

なかった。明らかに虐待案件であり，担当

職員の共通意識と，意識向上をお願いす

る。 

３ 動物愛護担当者の資質向上のため，国等が開催する

各種研修会に積極的に参加させるとともに，本市自ら

も動物愛護担当者を対象とした研修会等を開催し，担

当職員の知識や技術の研鑽を図ってまいります。 

（Ｐ３２） 

【動物愛護行政に精通した職員の育成】 

 

・動物愛護の情報発信及び協働の推進について（５８件） 

主な御意見（要旨） 件数 御意見に対する本市の考え方 

・京都動物愛護センターはよく頑張って

いる。ＳＮＳを見れば分かる。 

・ＳＮＳの活用や新聞，テレビ，ラジオな

どのメディアで子どもから高齢者まで，動

物愛護について普及して欲しい。 

・屋外にいる猫がいかに危険にさらされ

ているか，ということに特化した広報をメ

ディア・紙媒体で行うべき。 

・京ちゃん・都ちゃんのラインスタンプの

種類を増やして欲しい。  

３６ 御意見を踏まえ，ホームページや twitter，

facebook，instagramをはじめとしたＳＮＳや広報媒

体を積極的に活用し，またボランティア等との協働

で，より多くの方に本市の動物愛護施策・動物愛護セ

ンターを知っていただくための情報発信を行います。 

また，動物愛護センターの認知度等を把握するため

のアンケート調査を実施いたします。 

（Ｐ３２） 

【動物愛護に係る事業や取組の配信（ホームページ，

ＳＮＳ等の活用）】 

・動物愛護事業推進基金の用途を明確に

して欲しい。 

・啓発は基金ではなく税金ですべき。 

・動物の飼養，治療のみを用途としたふる

さと納税の項目をつくるべき。 

・殺処分ゼロ実現に特化したふるさと納

税を作って欲しい。   

２２ 動物愛護センターの開設，運営に当たって所要の財

源を確保するため，平成２４年度に「京都市動物愛護

事業推進基金」を設立し，ふるさと納税の一つとして，

寄附金を募っています。 

これまでにいただいた寄附金については，センター

の整備費のほか，本市が実施する動物愛護事業の財源

として有効に活用しており，ホームページで掲載して

います。 

この動物愛護事業推進基金を積極的にＰＲし，民間

団体等にも働きかけることにより，寄附金による本市

の動物愛護施策への協力を求めることとし，動物愛護

事業を拡充してまいります。 

（Ｐ３２） 

【京都市動物愛護事業推進基金の周知啓発】 
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・ペットに係る災害時の対策について（１４件） 

主な御意見（要旨） 件数 御意見に対する本市の考え方 

・自主防災として，アレルギーの方が重症

になった場合に対処できないため，避難所

でペットを受け入れることはできない。

（ペットより人の命が大事です。） 

・避難所は人とペットとを分離して運営

することになっているが，鳴く等で分離出

来ないことが想定される。区単位で「ペッ

ト同伴避難所」を設置して欲しい。 

・ペット防災の講座をもっと無料で開催

してもらえれば，関心が広がる。 

・ペット同行避難に協力してくれる人材

の教育と協力が必要。   

１３ 災害時に，飼い主がペットを連れて避難できるよ

う，また，連れてきたペットを巡ってトラブルが生じ

ないよう，各避難所の運営者に対し，ペット受入場所

や受入ルールの検討を，防災担当部署と連携し，働き

かけています。 

また，飼い主は平常時から備えを行い，避難所にお

いても周囲に迷惑をかけることなく，ペットを適正に

飼養するよう，飼い主の意識向上に向けた啓発を行っ

てまいります。 

（Ｐ３３） 

【ペットとの同行避難に向けた避難所での受入体制

の構築】 

・センターが被災した場合，公園等にプレ

ハブやテントを建てるべき。 

１ 災害発生時に，動物愛護センターを拠点として，京

都市獣医師会や動物愛護団体等と連携し，飼い主とは

ぐれた動物の保護や，飼い主を支援できる体制を確保

してまいります。 

（Ｐ３３） 

【災害時の放浪動物の保護や飼い主に対する飼養継

続の支援】 

 

・動物取扱業者の監視指導について（５６件） 

主な御意見（要旨） 件数 御意見に対する本市の考え方 

・事前連絡無しの立入調査等で動物愛護

管理法に適していないことが分かった事

業者には適切な行政処分をお願いします。 

・動物保護団体等の第二種動物取扱業者

に対し，立入調査をするだけでなく，「引

取数」「譲渡数」「一時預け数」を報告する

努力義務を課すべき。 

・生体販売は無くすべき。 

５３ 動物愛護センターでは，動物愛護管理法に基づき，

動物取扱施設に立入調査を行い，施設基準の適合状況

や動物の管理状況等の確認を行っています。 

また，不適切な事例があった場合には，是正を行う

よう指導し，また必要に応じて警察と連携し，厳正に

対応してまいります。 

（Ｐ３３） 

【動物取扱業者に対する監視指導と違反業者に対す

る厳正な措置等】 

・簡単に命を買わせない事が大事。 

・ペット購入時に及び譲渡時に身分証の

提示を義務付ける。 

・説明責任を強化し，履行しない販売店へ

罰則を適用すべき。 

３ 動物取扱責任者研修会等を通じて，動物取扱業者に

対して生体販売時における飼い主への終生飼養をは

じめ飼養等に関する説明責任の徹底について指導し

ています。 

（Ｐ３３）【動物取扱業への動物の販売時における購

入者への説明責任の徹底】 
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○その他（８２件） 

主な御意見（要旨） 件数 御意見に対する本市の考え方 

・新しい計画案に賛成。京都市の愛護行動

計画はとても先進的で愛情と努力を感じ

ております。 

・京都動物愛護センターは非常に良く動

物問題に取り組まれている。 

３２ 「人と動物とが共生できるうるおいのある豊かな

社会」の実現に向けて，着実に計画を推進してまいり

ます。  

・弱い立場の動物達が守られる世界は子

供等も大切にする社会につながる。取組の

継続をお願いする。 

・「１人で多く」から「１匹を多くの人で」

へ変えていきましょう。 

・命が関わる問題を，財政難を理由に逃げ

てはいけない。 

１４ 人と同じようにかけがえのない命を持ち，身近なと

ころで共に生きている動物との関わりについて，一人

ひとりが自ら考え，行動するために，京都動物愛護憲

章を定めており，京都市・京都府の共通の理念として

います。 

・動物愛護の現場でたくさんの命を救っ

ている方の意見を聞くべき。 

・この計画をどのように考えたのか。 

２  計画の策定にあたり，市民，事業者，有識者，愛護

団体，教育関係者等を委員とする「京都市動物愛護推

進会議」を開催し， 専門的な見地から幅広く御意見を

いただいているほか，計画に対する市民意見の募集に

際して，社会福祉関係者にも周知し意見を求めまし

た。 

・野犬について増やさない対策に力を入

れ，早期に保護，譲渡してほしい。 

３  捕獲檻の設置などによる保護のほかに，野犬の繁殖

にもつながる餌やり行為を中止させるため，マナー条

例等関係法令に基づく指導に注力しています。 

・殺処分はガス室ではなく，安楽死にして

下さい。 

３  本市では，やむをえず殺処分をせざるを得ない場

合，麻酔薬の注射により，できる限り動物に苦痛を与

えない方法で実施しています。 

・「ペット税」も視野にいれてもよい。 

・犬猫を引き取るシェルターを作るべき。 

・動物実験を行わない，革製品など動物由

来の素材を使わないなどを推進してほし

い。 

・プラントベースを推進して欲しい。 

・観光場所をペット同伴可にする呼びか

けをして欲しい 

・譲渡推進のために，ペット可の賃貸が増

えるといい。       

２８ 多様な観点からの御意見として，今後の施策・事業

の推進に当っての参考とさせていただきます。 

 


